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上部消化管内視鏡検査について
がん・生活習慣病健診のご案内　上部消化管内視鏡検査は、一般的に「胃カメラ」検査と呼ばれ、口や鼻から内視鏡を入れて、咽頭

から食道や胃、十二指腸に異常がないかを確認していく検査となります。
　今回は宮城県対がん協会での上部消化管内視鏡検査についてお話したいと思います。
　まず、当協会で内視鏡検査を受診するには事前の予約が必要となります。
　現在、市町村や事業所の胃がん検診では胃X線検査（バリウム検査）と内視鏡検査を選択して申し
込み出来るところが増えてきました。当協会での内視鏡検査をご希望の方は、お申し込み先によって
検査日の入った受診券が届く場合と受診券が届いた後にご本人様から当協会へ検査日の予約の電
話が必要な場合があるのでご確認ください。
　個人的にお申し込みいただいて予約することも可能ですので、X線検査が苦手な方やしばらく胃
がん検診を受診していない方は一度ご相談だけでも良いのでご連絡ください。
　今まで内視鏡検査を敬遠されてきた方の中には苦しい、怖いなどの印象をお持ちの方が多いかと
思います。そこで当協会では、口からの内視鏡検査が苦手な方のために、管が細い内視鏡や眠くな
る注射（鎮静剤）の用意があり、鼻から内視鏡を入れての検査も可能です。また、午前中のみ行って
いた検査を午後の時間にも拡大し、より多くの方が受診しやすい環境を整えるよう努めております。
午前と午後では食事等の注意事項が異なるので詳しくは下記をご覧ください。

　次に検査当日の流れのご案内です。
　当日は受付を済ませると問診があります。問診は看護師が既往歴や内服中のお薬、ピロリ菌の除
菌についてなど確認いたします。前述した細い管の内視鏡や鼻からの内視鏡、鎮静剤などのご希望
や何か不安なことがあれば、その際にご相談いただければと思います。そして、この後に内視鏡を受
けるために喉、または鼻に麻酔をし、ご希望の方には鎮静剤をして、検査となります。検査は6～7分
ほどで終了し、医師から検査結果について説明があり、お会計後、すべて終了となります。
　さらに後日、医師がもう一度検査の際に撮影した写真を確認して最終的な診断がつき、約１か月
後に結果通知書を送付しております。もし治療を急ぐような時は、最終診断がつき次第、速やかに看
護師からご連絡を差し上げるのでご安心ください。
　胃がんは2020年がん死亡数の第3位となっています。症状が出た時には進行がんとなってしまっ
ていることが多いため、症状がなくても定期的な検診を受診することが大切です。
　「異常なし」を確認するためにも、定期的に胃がん検診を受けましょう！

◎検査前日 ◎検査当日
【午前検査の方】 【午前検査の方】

【午後検査の方】

※食べられないもの
　野菜、漬物、海藻(海苔、ワカメなど)
　乳製品(牛乳、ヨーグルトなど)

【午後検査の方】
和食の例

ごはん１膳
おかずは納豆や豆腐
みそ汁のスープのみ（具なし）

洋食の例
食パン2枚（ジャム可）
お茶、紅茶、
コーヒー（ミルク不可）

●前日の夕食は消化の良いものを
午後8時頃までに済ませてくだ
さい。それ以降お摂りいただけ
るのは水またはお茶のみです。
●内服薬は通常通りお飲みく
ださい。

●検査当日の朝食は摂らず、水
またはお茶をコップ１杯以上
飲んで来てください。
●心臓病・高血圧症の薬を飲ん
でいる方は、朝早めに飲んで
来てください。

●朝食は右記の例を参考にして
午前８時までに召し上がり、そ
れ以降は何も食べずに、水ま
たはお茶を多めに飲んで来て
ください。
●心臓病・高血圧症の薬を飲ん
でいる方は、朝食後に飲んで
来てください。

●食事の制限はありません。
●内服薬は通常通りお飲みく
ださい。

健診を上手にうける 5つのポイント

いつまでも健康でいるために、まずは今のあなたの健康状態をよく知り、
毎日の生活を見直してみませんか

個人様から事業所様まで幅広くご予約をお待ちしています

30代が健診年齢

健診の流れ

「がん」などの生活習慣病は40歳代から増加傾向が見られます。
早期発見、生活習慣改善のためにも、元気な30代のうちから受診習慣を。

オプション検査 （一例）

受付（7：30～9：00） 採尿 問診・血圧測定 胸部Ｘ線検査

腹部超音波検査 身体計測・視力測定 採血 心電図検査

聴力検査 肺機能検査 眼底検査 胃X線検査 診察（9：30～）

→ →

→ → →
→ → →

→

→ →
→

■胃内視鏡検査　■CT検査（肺・内臓脂肪）　■前立腺がん検査　■骨粗鬆症検査
■C型肝炎検査（血液検査）　■ピロリ菌抗体検査・ペプシノゲン検査
■アルコール体質検査　■子宮頸がん検診　■乳がん検診
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原則として年に一回は必ず受ける！
昨年異常がなかったからといって安心は禁物。必ず年に一回は受診し、
健康状態をチェックしましょう。

「精密検査」を怖がらない
健診後に「要精密検査」の結果が出ても、まだ病気だと決まったわけではありません。
こわがらずに必ず受診しましょう。主治医のいる方は、検査結果を報告しましょう。

健診結果を生活習慣改善に活かす
健診は、病気の早期発見だけでなく日頃の生活習慣を見直すきっかけになります。
健診結果や注意事項を参考に、今後の生活習慣の改善に役立てましょう。

結果の管理は健康管理の基本
健診結果は、あなたの健康状態の履歴書です。大切に保管し、健康管理に活かしましょう。

公益財団法人 宮城県対がん協会 TEL

〒980-0011 仙台市青葉区上杉5丁目7-30
［受付時間］月～金 9：00～17：00

（土日・祝日・休日は除きます）
がん検診センター ドック推進課 022-263-1528

　全国健康保険組合（協会けんぽ）や宮城県市町村職員共済組合等と委託契約を結び、健診機
関として登録されておりますので皆様のご利用をお願いいたします。

　胃X線検査から胃内視鏡検査への切り替えなど、ご希望に応じたオプションを追加することが可
能です。詳細はお問い合わせください。

　宮城県対がん協会ではコロナ感染症対策に取り組み、予約制
で半日人間ドックや健康診断を行っております。午後健診にも対応
しておりますので、ご希望の場合はドック推進課までお問い合わ
せください。
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乳管

乳腺 小葉
｛

　現在、がんは日本人の２人に１人がかかる身近な病気です。がんの死亡者数も１９８１年以降、３９年間連続
で死因の1位になっています。
　２０２０年の宮城県の部位別がん死亡数を死因順位別に見ると、１位は男性が肺がん、女性が大腸がんと
なっています。

「がん」は実は身近な病気のひとつです

がんの罹患数の1位は？男性は大腸、女性は乳房
　宮城県のがんの罹患数（がんと診断される人数）を部位別に見てみると、男性では、大腸、胃、前立腺、肺
の順に多く、この４つの部位で全体の６割を超えました。女性では、乳房、大腸、胃、子宮、肺の順に多く、こ
の５つの部位で全体の6割を超えました。（男女ともに上皮内癌を含む）
※引用：宮城県のがん罹患～宮城県がん登録平成30年集計～

　乳がんは乳腺に発生する悪性腫瘍です。40歳～50歳代の
比較的若年層の女性に多くみられるのが特徴です。乳がんは
食生活の欧米化や女性のライフスタイルの変化によって女性
のホルモンバランスが変わり、日本人女性で急増しています。
初期のうちは症状がほとんどでません。乳がんは早期がんで
見つかり、治療を受ければ生存率が高くなります。

乳房は、母乳（乳汁）を作る乳腺と、それを包む脂肪組織か
らなります。乳がんの多くは乳腺の中の乳管から発生しま
すが、一部は乳腺小葉からも発生します。

2020年がん死亡率の部位別割合（宮城県）
男性 女性

今回は宮城県の女性の罹患数１位の乳がんに注目してみたいと思います。

乳がんの基礎知識について

乳がんはなぜできるの？

乳がんができやすい部分は？（発見乳がんの部位別割合）

乳がんの症状はどんなものがあるの？

乳がん早期発見のポイントは「ブレスト・アウェアネス」

実践してみよう！ブレスト・アウェアネス

　女性自身が自分の乳房の状態に日頃から関心をもち、乳房を意識して生活することを「ブレスト・
アウェアネス」といいます。これは乳がんの早期発見・早期診断・早期治療につながる、女性にとって
非常に重要な生活習慣です。検診と併せてブレスト・アウェアネスを実践しましょう。

１　自身の乳房の状態を知るために、日頃から自身の乳房を、見て、触って、感じる
２　普段と違う乳房の変化に早く気が付く
　　・くぼみ、ふくらみ、ただれ、変色、ひきつれはないか
　　・部分的に硬いところや血が混じった様な分泌物はないか
　　・上の２つの症状以外にも普段の乳房の状態と違うところはないか
３　乳房の変化に気が付いたら、すぐに専門の医療機関（乳腺外科等）へ行く
４　４０歳になったら定期的に乳がん検診（マンモグラフィ検診）を受診する
　 （お申し込みは各市町村又は職場へご確認ください）

乳がんは女性ホルモンのエストロゲンの刺激を受けて増殖します
エストロゲンの分泌総量が多いほど乳がん発症リスクが高くなります
　○初潮が早く（１１歳以下）、閉経が遅い（５５歳以上）
　○出産・授乳経験が少ない/ない
　○肥満によるホルモン分泌過剰
現代の女性は乳がんになるリスクが高いといわれています。

＜主な症状＞
●しこり
　乳房の内部に、乳腺より硬いものを触れることがあります（痛くない）
●ひきつれ・くぼみ
　なめらかな曲面の乳房に、えくぼ状のへこみやひきつれができることがあります
●乳頭異常分泌
　乳頭から血液や茶色や黒など色のついた分泌物などが出ます

2020年度に宮城県対がん協会で実施した検診で発見された
乳がんは142例

資料：人口動態統計確定数
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※ただし早期のうちは自覚症状がない場合が多いので、乳房のわずかな変化を見逃さないことが大切です。

2020年度（公財）宮城県対がん協会事業年報

肝臓
4.82%

乳がんは上部の外側に多い！！

40.8%
外上部

29.6%
内上部

乳輪下部
4.9%

（右乳房の場合）

16.2%
外下部

8.5%
内下部

次号では
乳がん検診200万人達成事業についてふれていきます。お楽しみに！
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